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  ◆まちづくり円卓会議事業  970 万円 

指標 事業提案年間総件数 ○計 6 件 ○実 6 件 市民生活部 市民協働推進グループ 

【事業概要】 

 地域で様々なテーマに基づき活動する団体等が、中学校区を単位として自主的に集まり、地域

における課題やまちづくりに関する議論と合意により、市に予算措置を提案するまちづくり円卓

会議の運営を支援しました。特定非営利活動法人南中学校区円卓会議には、大阪狭山市まちづく

り円卓会議条例及び同条例施行規則に基づき、交付金を交付しました。 

【事業成果】 

◆まちづくり円卓会議事業 

  ・ボランティア傷害保険料  102,910 円 

・まちづくり円卓会議運営費補助金  365,899 円 

  地域の自主的なまちづくりを促進するため、３つのまちづくり円卓会議に対し運営費補助金の

交付など、運営を支援しました。 

◆提案事業 

  まちづくり円卓会議からの提案による事業を次のとおり行いました。 

事 業 名 
中学 
校区 決算額（円） 内     容 担当グループ 

円卓会議推進

事業 

第三 

798,162 

地域コミュニティ誌の発行や、災害発生時の避
難所運営について検討委員会や講演会を開催
しました。また、環境運動にも取組みました。 

市民協働推進グル

ープ 夏まつり事業 975,240 

地域住民によるまちづくりを進め、住民同士が
気軽に交流できるように、夏まつりを実施しま
した。 

円卓会議推進

事業 

狭山 

1,181,699 

地域コミュニティ誌の発行やホームページの
運営を行うとともに、地域の課題の解決に向け
た講演会などを行いました。 

さやりんピッ

ク事業 
888,838 

地域住民がスポーツを通じて健康、福祉、環境、
防犯、防災などの要素を取り入れた競技やレク
リエーションを楽しみながらコミュニティづ
くりを深める事業を行いました。 

社会教育・スポー

ツ振興グループ 

美化活動事業 116,530 

地域の美化を通して、環境への関心と地域コミ
ュニティへの参加意識の向上を図るため、幹線
水路のクリーンアップ事業などを行いました。 

土木グループ 

地域文化祭事

業 
1,096,560 

地域の文化や芸術に触れることで、地域文化の
向上・発展を図ることを目的とした文化祭を開
催しました。 

市民協働推進グル

ープ 

◆南中学校区円卓会議交付金事業 

事業名 内容 決算額 

円卓会議推進事業 地域コミュニティ誌の発行など 1,501,116 円 

コミュニティカフェ事業 サロンみらいの運営など 1,283,807 円 

防犯・防災事業 防犯パトロール、HUG 訓練など 237,866 円 

環境事業 花いっぱい運動など 259,216 円 

地域コミュニティ交流事業 陶器山元気ウォーキング開催など 142,883 円 

地域コミュニティ醸成事業 元気クラブの開催など 632,290 円 

子ども育成事業 夏休み親子工作教室など 119,035 円 

小計  4,176,213 円 
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◆市民活動支援センター活性化事業 1,210 万円 

指標「しみんのちから」登録団体総数              市民生活部 市民協働推進グループ 

○計 260 団体 ○実 262 団体 

【事業概要】 

 大阪狭山市市民公益活動促進条例の基本理念に基づき、市民活動支援センターを核に、自主

的な市民活動を支援し、市民との協働によるまちづくりの推進を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業成果】 

◆市民活動支援センター事業  12,099,500 円 

  委託料 10,538,000 円と補助金 1,561,500 円を組み合わせた事業を市内の NPO 法人に委

託し実施しました。市役所南館の２階部分を事業の拠点として、貸事務室、貸しロッカー、メー

ルボックス、印刷機や複写機、紙折り機などを備えたワークステーションを整備し、事業受託団

体が市民活動やボランティアの情報提供、調査・資料収集・相談などの支援業務、まちづくり大

学などの人材育成事業を実施しました。 

  ボランティアに関する情報等の一元化を図り、ボランティア活動の支援体制の強化につなげる

ため、ボランティア・インフォメーション・コーナー（ＶＩＣ）を運営し、ボランティア関連情報の

一元化に必要な環境づくりと情報管理、活用のための整備や総合的な窓口業務を実施しました。 

 

 
市民活動支援センター 

重点 

まちづくり大学第 1５期修了者（修了式） 
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  ◆人権行政推進事業 243 万円 

指標 人権協会総加入会員数 ○計 60 会員 ○実 39 会員 市民生活部 市民相談・人権啓発グループ 

 

【事業概要】 

 人権について、正しい理解と認識が深まるよう、市人権協会や市企業人権協議会等と連携を図

り、あらゆる機会を通じて広く啓発事業を行いました。また、人権擁護委員による人権相談と人

権相談担当職員による人権いろいろ相談を行いました。 

  

【事業成果】 

◆人権擁護委員による人権相談を毎月第３木曜日に行いました。また、特設相談を実施しました。 

 相談件数 11 件 

 

◆大阪府の人権総合相談講座を修了した人権相談担当職員が、人権に関する様々な相談を受ける

「人権いろいろ相談」を毎日（平日）実施しました。相談件数 141 件  

 

◆広報誌に「憲法週間」「就職差別撤廃月間」「平和」「人権週間」等の啓発記事や、「人権啓発標語」

を掲載しました。 

 

◆５月１日～７日の「憲法週間」を周知するため、平成 31 年 4 月 28 日に狭山池まつり会場で啓

発物品を配布しました。 

 

◆市内事業所で組織する｢大阪狭山市企業人権協議会｣へ助成し、就職差別撤廃事業をはじめ各種啓

発事業を共に行いました。 

 

◆｢大阪狭山市人権協会｣へ助成し、｢人権を考える市民のつどい｣や「フェスタにんげんばんざい」

等の人権週間事業、各種研修会、人権啓発標語の募集・選定及び啓発物品への活用、人権学習講

座等の事業を共に行いました。 

 

◆｢てとてとクラブ｣と共催し、在住外国人のための日本語読み書き教室を市立公民館で、毎週木曜 

日と土曜日に実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権を考える市民のつどい          人権週間事業おおさかさやま DE ボッチャ 
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  ◆男女共同参画推進事業 647 万円 

指標 審議会などへの女性委員の割合 

 ○計 32％ ○実 28% 

市民生活部 市民相談・人権啓発グループ 

【事業概要】 

 男女共同参画推進条例の理念の普及をめざし、市民協働による男女共同参画社会の実現を図る

取組みとして、『第３期大阪狭山市男女共同参画推進プラン改定版』の推進や市の男女共同参画施

策を進める拠点として「男女共同参画推進センター（きらっとぴあ）」を、市民公益活動団体と協

働で運営しました。 

 また、専門の女性カウンセラーによる「女性のための相談」を実施し、DV や雇用、子育て等幅

広い悩みに関する相談に対応しました。 

 

【事業成果】  

◆女性のための相談 

 毎月第１月曜日、第２・４火曜日の午後と第３土曜日の午前に相談を行いました。配偶者や恋人

等からの暴力や、セクシュアル・ハラスメント、仕事や学校での悩みや不安について、専門のカ

ウンセラーが相談に応じました。 （相談件数 80 件） 

 

◆男女共同参画推進センター運営業務 

男女共同参画推進センターにて、学習事業「きらぴ☆トーク」等『第３期大阪狭山市男女共同参

画推進プラン改定版』に基づく学習・啓発事業を実施した他、センター通信の発行、各種交流会

等を行いました。 （利用者数 990 人） 

 

◆『第 3 期大阪狭山市男女共同参画推進プラン改定版』の推進 

 男女共同参画推進状況について、平成 30 年度進捗状況を全庁的に把握し、報告書としてまとめ

ました。また、『第 3 期大阪狭山市男女共同参画推進プラン改定版』の基本理念・基本方向を踏

まえ、各種事業における取り組みを推進しました。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

       ほっと・さろん          男性向け講座「プロ直伝！基礎から学ぶ写真 

＆コーヒーの淹れ方講座」 
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  ◆平和事業   39 万円 

指標 平和を考える市民のつどいへの総参加者数    

 ○計 300 人 ○実 350 人 

市民生活部 市民相談・人権啓発グループ

【事業概要】 

 「核兵器廃絶・平和都市宣言」の趣旨を踏まえ、戦争の悲惨さと平和の尊さを訴えるため、市

民参加の啓発活動を実施しました。 

 

【事業成果】  

◆平和事業「平和を考える市民のつどい～Think The Peace 2019～」を実施、市民と協働して

啓発活動を行いました。（８月３日） 

 

◆米軍占領下の沖縄で起こった小学校への米軍ジェット戦闘機墜落事故を題材にした映画「ひまわ

り～沖縄は忘れないあの日の空を～」を上映し、来場者へ戦後日本の平和と沖縄の米軍基地問題

について考える機会を提供しました。午前には子ども向けアニメ映画「ぞう列車がやってきた」

を上映し、幅広い世代へ戦争体験や平和の尊さについて考える機会を提供しました。また、沖縄

を舞台に沖縄戦の情景や伝統文化を描いた芸術家、儀間比呂志さんの作品を昨年に引き続き展示

しました。 

 

◆さやまおはなしの会の協力で平和をテーマにした絵本などの読み聞かせを行う「夏のおはなし会」

を開催しました。（８月４日） 

 

◆原爆死没者の慰霊と平和祈念の黙とうを呼びかけました。（８月６日・９日） 

 

◆旧真田山陸軍墓地（大阪市天王寺区）でのフィールドワークと、ピースおおさかの見学、大阪大 

空襲の体験講話を通じて平和について学ぶ「夏休み子ども平和スタディツアー」を開催しました。

（7 月 15 日、20 日、27 日） 

 

◆戦没者の追悼と平和祈念の黙とうを呼びかけました。（８月 15 日） 

 

◆平和の折り鶴への協力を、平和を考える市民のつどい参加者へ呼びかけました。 

（８月３日） 

 

 

 

                       

   

                       

 

 

平和を考える市民のつどい          夏休み子ども平和スタディツアー 
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流しそうめん大会のようす 

◆地域力活性化支援事業 137 万円 

指標 年間総事業件数 ○計 70 件 ○実 44 件 市民生活部 市民協働推進グループ 

【事業概要】 
地域力の活性化を図り、市民との協

働による安全なまちづくりの推進に

つなげることを目的に、おおむね 30

以上の世帯で自主的に組織された自

治会等を対象に、地域活性化事業、防

犯活動事業、防犯資機材整備事業、感

知式防犯灯設置事業に対し補助金を

交付しました。 

【事業成果】 

◆地域力活性化支援事業補助金 

交付件数及び金額 44 件：1,371,000 円 

 

＜内訳＞  

地域活性化事業 

（16 件：616,000 円） 

文化祭、夏祭り、ふれあい祭り、親睦バスツアー、餅つき大会、流

しそうめん大会、講演会ほか 

防犯活動事業 

（18 件：497,000 円） 

自主防犯パトロール、子ども見守り活動、防犯カメラの借り上げほ

か 

防犯資機材整備事業 

（9 件：243,000 円） 

防犯パトロール用ベスト、タスキ、腕章、防犯活動啓発看板、防犯

プレート、提灯、防犯啓発用のぼりほか 

感知式防犯灯設置事業 

（1 件：15,000 円） 
感知式防犯灯の設置 

 
 
 
◆地区集会所建設補助金事業 584 万円 

指標 年間地区集会所整備件数 ○計 9 件 ○実 ４件 市民生活部 市民協働推進グループ 

【事業概要】 
  地域コミュニティ活動の促進を図るため、コミュニティ活動の拠点である地区集会所の整備に

対して補助金を交付しました。 

 

【事業成果】 

施 設 事業の概要 補助金確定交付額 

半田東村地区会（東村公民館） 外壁などの改修工事 4,867,000 円 

大野台 2 丁目自治会（わかば会館） 備品の購入 397,000 円 

大鳥池住宅自治会（大鳥池住宅自治会館） 空調設備の取り替え工事 325,000 円 

公団狭山住宅（公団狭山住宅ふれあいの家） 空調設備の取り替え工事 247,000 円 

 

提灯 


